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2024年 7月 31日 

株式会社日立システムズ 

損害保険ジャパン株式会社 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

 
日立システムズ、損害保険ジャパン、ＳＯＭＰＯリスクマネジメントが 

お客さまのカーボンニュートラル推進をサポートするエコシステムの構築をめざした 

業務提携を開始 

～多種多様なサービスやコンサルティングメニューを提供～ 

 
株式会社日立システムズ（代表取締役 取締役社長：柴原 節男、以下「日立システムズ」）、損害保険ジ

ャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）およびＳＯＭＰＯリスクマネジメ

ント株式会社（代表取締役社長：中嶋 陽二、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）は、お客さまのカーボンニュー

トラル推進をサポートするエコシステム*1の構築をめざし、2024年 7月から業務提携を開始しました。 

これにより、カーボンニュートラルの対応を急ぐお客さまに対し、「現状把握」「企画・支援」「実行」

という PDCAサイクル全体をカバーし、お客さまに適したメニューをワンストップで迅速に提供するエコシ

ステムを構築することが可能となります。 
*1 エコシステム：各業界・製品が相互連携、知識や技術を提供することで経済成長を図っていくビジネス構造 

 

 
カーボンニュートラル推進に向けたエコシステムの概要図 

 

１．背景 

気候環境の急激な変化を受けて、世界中でカーボンニュートラルをめざす動きが加速しています。日本

政府は 2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにする「2050年カーボンニュートラル宣言」を発表し

ており、お客さまは温室効果ガス排出量の算定、気候変動リスクに関する情報開示や排出削減に向けた具

体的対策の実施などのさまざまな対応を迫られています。一方、こうした対応には専門的なノウハウやサ

ービスが必要で、カーボンニュートラルを加速させるためにはサービス提供事業者やコンサルティング会

社などが複数社にまたがるケースが多く、現状把握から企画・支援、施策の実行までをワンストップで提供

して欲しいといったニーズが高まっています。 
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２．提携の目的 

日立システムズは、温室効果ガスの排出量の可視化や削減に向けたソリューションを提供することによ

り、お客さまのカーボンニュートラルの達成を支援し、日立グループがめざす「生活の質の向上と持続可能

な社会の両立の実現」に努めています。今回の業務提携により、従来から提供しているサービスに加えて、

「企画・支援」の領域で、特に建築物の省エネルギーの対応に長けているＳＯＭＰＯリスクのコンサルティ

ングメニューを紹介することで、お客さまへのカーボンニュートラル推進を支援するサービスの提供領域

を拡大することが可能となります。 

一方、損保ジャパンおよびＳＯＭＰＯリスクは、「経済・社会・環境が調和したグリーンな社会づくりへ

の貢献」を通じたＳＯＭＰＯのパーパスである「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」の実現をめざし

ています。従来提供してきた「現状把握」と「企画・支援」のサービスに加え、「実行」の領域で日立シス

テムズが持つ CO2 を削減する多彩なサービスなどを紹介できるようになり、顧客のエンゲージメント向上

が見込めます。 

本提携により実現するエコシステムを活用することによって、お客さまは PDCAサイクルをワンストップ

で回すことが可能となり、カーボンニュートラルに向けた取り組みを加速できます。 

 

３．提供するサービス 

日立システムズとＳＯＭＰＯリスクが提供する主なサービスは下表のとおりです。また、今後はエコシ

ステムの拡大等によりサービスを追加し、お客さまのニーズに幅広く対応していくことをめざします。 

なお、損保ジャパンは保険営業ネットワークを活用し、サービスの展開を支援します。 

 

〔主な提供サービス〕 

区分 サービス名 サービス内容 

現状 

把握 

炭素会計プラットフォームサービス 

「Persefoni（パーセフォニ）」 

（日立システムズ） 
https://www.hitachi-

systems.com/ind/carbon_neutral/solution/persefoni/ 

財務、事業活動、サプライチェーンに関するデータ

を入力することで、国際基準に則して CO2換算排出

量を算定・可視化し、一元的に管理。 

温室効果ガス排出量算定支援 

（ＳＯＭＰＯリスク） 
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/67 

自社の事業における電力・ガス・燃料の使用による

排出量だけでなく、サプライヤー等も含めたバリュ

ーチェーン全体における排出量の算定を支援。 

 

企画 

・ 

支援 

ロードマップ策定支援 

（ＳＯＭＰＯリスク） 

企業のカーボンニュートラルへの長期的取り組み

に向けたロードマップの策定を支援。 

【具体的な支援項目】 

・現状分析、目標設定、削減策の特定・実施 

・カーボンオフセット*2策の検討や導入 

・外部へのレポートとコミュニケーション 

建築物省エネルギー診断 

（ＳＯＭＰＯリスク） 
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/69 

ベンチマーク分析や省エネポテンシャル診断*3 に

よる建築物の省エネ支援。（オフィスビル・商業施

設などの業務部門において 2030 年度の削減目標

40%達成を支援） 

「CASBEE®-不動産」*4評価認証取得 

支援コンサルティング 

（ＳＯＭＰＯリスク） 
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/71 

対象物件選定のスクリーニングから、評価実施およ

び申請書類作成、最終的な認証取得まで、ワンスト

ップで支援。 

BELS*5認証取得支援 

（ＳＯＭＰＯリスク） 

省エネルギー性能算出による BELS 認証の取得支

援。（不動産価値の向上） 

実行 

CO2排出量削減に向けた業務改善支援サービス 

（日立システムズ） 
https://www.hitachi-

systems.com/ind/carbon_neutral/solution/emissionanalysis/  

Scope3 の CO2 排出量を可視化した後、プロセスマ

イニング*6の分析手法を活用してCO2排出量削減に

向けたボトルネック特定・改善策の立案を支援。 

https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/persefoni/
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/persefoni/
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/67
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/69
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/71
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/emissionanalysis/
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/emissionanalysis/
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区分 サービス名 サービス内容 

実行 

エネルギーマネジメントサービス 

（日立システムズ） 
https://www.hitachi-systems.com/sp/enm/ 

各電源系統の電力計測や空調設備の稼働監視を実

現し、エネルギー管理の効率化や CO2削減等の脱炭

素に向けたサポートを提供。 

自家消費型 創エネ蓄エネサービス 

（日立システムズ） 
https://www.hitachi-

systems.com/ind/carbon_neutral/solution/energystorage/ind

ex.html 

自社で活用するための自家消費型太陽光発電シス

テムと蓄電池システムの導入をサポート。CO2の削

減、電気代高騰へのリスクヘッジ、非常用電源の確

保など BCP対策を実現。 

EVスタンド導入・工事・保守サービス 

（日立システムズ） 
https://www.hitachi-

systems.com/ind/carbon_neutral/solution/ev/ 

構想、検討、実行に至るすべてのフェーズにおける

EV充電器導入のお悩みをトータルサポート。 

 
*2 カーボンオフセット：温室効果ガス(カーボン)削減の努力をした上でも、削減しきれない温室効果ガスを、温室効果ガス

の削減活動に投資するなどして埋め合わせる(オフセット)という考え方 

*3 省エネポテンシャル診断：対象建築物の省エネルギーの可能性を評価 

*4 CASBEE®：一般財団法人 住宅・建築SDGs推進センターの登録商標（使用許諾に基づき使用） 

*5 BELS：2014年に国土交通省により制定された建築物エネルギー性能表示制度の略称 

*6プロセスマイニング：現行の情報システムのログをもとに業務プロセスを網羅的にマッピングし業務の課題を発掘、モニ

タリング、改善するデータドリブンな業務改革手法のこと 

 

４．今後の展開 

お客さまのカーボンニュートラル推進をよりスムーズに支援できるよう、日立システムズとＳＯＭＰＯ 

リスクがそれぞれの強みを生かした商品やサービスの開発も進めていくことで、提供サービスを充実させ

ていきます。 

また、さらに専門的なノウハウやサービスを持った企業との連携を増やしていくことでカーボンニュー

トラルエコシステムを拡大し、日本の「2050 年カーボンニュートラル宣言」の達成に貢献していくことを

めざします。 

 

＜各社概要＞ 

日立システムズについて 

 日立システムズは、強みであるさまざまな業種の課題解決で培ってきたお客さまの業務知識やノウハウ

を持つ人財が、日立グループ各社やビジネスパートナーと連携し、One Hitachiで Lumada事業を中心に展

開することにより、お客さまのデジタル変革を徹底的にサポートします。日立グループのサステナビリテ

ィ戦略の下、環境・社会・企業統治を考慮した経営を推進することで、国連が定める持続可能な開発目標

SDGsの課題解決に向けた価値を創出し、企業理念に掲げる「真に豊かな社会の実現に貢献」しています。 

詳細は https://www.hitachi-systems.com/ をご覧ください。 

 

損保ジャパンについて 

ＳＯＭＰＯグループの中核を担い、国内損害保険市場でトップクラスのマーケットシェアを占める損害

保険会社です。損害保険事業を核として、お客さまの安心・安全・健康を支援する先進的なサービスを提供

し、真のサービス産業に進化していきます。 

詳細は https://www.sompo-japan.co.jp/ をご覧ください。 

 

ＳＯＭＰＯリスクについて 

企業や組織を取り巻くリスクはこれまで以上に多様化・複雑化の様相を見せています。ＳＯＭＰＯリス

クでは、「リスクマネジメント」に関するさまざまなリスクソリューションの提供を通じて、お客さまの持

続的な成長・発展を支援します。 

詳細は https://www.sompo-rc.co.jp/ をご覧ください。 

 

以上 

*（注）記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です 

https://www.hitachi-systems.com/sp/enm/
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/energystorage/index.html
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/energystorage/index.html
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/energystorage/index.html
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/ev/
https://www.hitachi-systems.com/ind/carbon_neutral/solution/ev/
https://www.hitachi-systems.com/
https://www.sompo-japan.co.jp/
https://www.sompo-rc.co.jp/

